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脊髄損傷者における立位受動的歩行様運動中の呼吸循環応答
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【緒言】脊髄は，種々の機能を制御するのに重要な役割を
果たしているため，外傷や疾病によって損傷されると，損
傷部以下に支配される様々な機能，たとえば，筋力，深部
感覚と表在感覚，血管運動調節機能などが消失する．その
程度は損傷レベルや損傷の種類によって各々であるが，脊
髄損傷者の多くは下肢の筋力を消失するため，車椅子での
移動が主となる．上肢に限定される日常生活は，身体活動
量の低下や下肢へのメカニカルストレスの減少を招き，廃
用性症候群および生活習慣痛という健康上の問題を生んで
いる・．これらの問題を解決する運動方法として，一麻痺筋を
使った立位歩行が，生活習慣病や廃用性症候群に対して好
影響を及ぼすことも明らかとなりつつある．そこで，本研
究では生活習慣病，廃用性症候群の予防，改善に対する立
位歩行横連動の有効性について検討を行うものとした．
【研究背景】Nashetal．（2004）は不全損傷の頚髄損傷者に
おけるロボットアシストによる立位歩行運動中の酸素摂取
量が安静時の2．4倍になったことを報告している．しかし，
この変化は，麻痺筋の代謝元進による変化以外に，対象と
された頚髄損傷者は不全損傷であったため，求心性の入力
による呼吸筋による代謝が影響していたことが予想される．
また，Kawashimaetal．（2005）は，脊髄損傷者における立
位歩行横連動中に筋活動が生じやすいとされている俳腹筋
内側頭のみで測定を行っており，筋活動が生じにくいとさ
れる部位（大腿直筋）での血流動態は明らかにされていない．
【目的】①求心性入力が遮断されている完全損傷の脊髄損
傷者における立位歩行様運動中に，麻痺筋代謝由来の酸素
摂取量増加が生じるかどうかを検討すること．②筋活動が
生じない部位での循環動態を明らかにし，筋活動が要因で
循環克進が生じるか否かを検討すること．
【方法】被検者；損傷レベルがC8～T12の脊髄損傷者8
名（30．9土5．6yr，64．0±9．0kg）；SCI群，健常者10名
（28．4土7．4yr，69．4±13．2kg）；CON群が実験に参加した．
脊髄損傷後の神経学的損失の重症度分類に用いられる臨床
尺度であるAmerican SpinallnjuryAssociation（ASIA）機能障
害尺度による評価は、全員がAであった．2運動方法；立位歩
行様運動装置（EasyStandGlider6000；ES）を用いて、受動
的に立位姿勢を作り，検者がバーを動かすことによって被
検者の麻痺下肢に受動運動を課した．3測定項目；酸素摂
かおる（KaoruIsobe）　　指導：鳥居　俊
取量Ⅳ02），換気量（VE）血圧（BP），心拍数（HR）を測定した．
また，大腿直筋と排腹筋内側頭における酸素化レベル
（TOI）と筋活動レベル（RMS）を測定した．4測定手順；坐位
安静5分間の後，30秒以内に立位姿勢にし，3－6分間その
姿勢を維持させた．立位姿勢の慣れの個人差を考慮し3～6
分間の時間の幅をもたせた．その後，15分間の受動運動を
課した．5データ処理；RMS，MBP，ダブルプロダクト
を測定項目から算出し，群別に運動中5分毎の平均値を算
出した．6統計処理；統計ソフトSPSSl1．0を用い，各々
の項目について、一元配置分散分析および相関分析を行っ
た．
【結果】本研究の主な結果は，①換気量と酸素摂取量の経
時的変化が脊髄損傷者と健常者で異なったこと，②筋活動
が生じていた排腹筋内側頭では酸素飽和度は増加し，筋活
動が生じなかった大腿直筋における酸素飽和度の変化が，
増加と減少の2パターンに分かれたことである．
【考察】（∋酸素摂取量と筋活動；呼吸筋の活動を示す換気
量は，運動開始後に健常者では増加したが，脊髄損傷者で
は変化がみられなかったことから，脊髄損傷者では機械受
容器反射による呼吸筋の活動はなかったことが示唆された．
また，脊髄損傷者の麻痺筋での筋活動レベルの経時的変化
と酸素摂取量の経時的変化が類似していたことから，脊髄
損傷者の酸素摂取量増加の要因は，麻痔筋による代謝であ
ったことが示唆された．（勤酸素飽和度と筋活動および血圧
との対応；受動運動中の酸素飽和度は，筋活動が生じてい
た排腹筋内側頭では増加し，筋活動が生じていなかった大
腿直筋においては低下する変化を示した．この結果から，
筋活動による酸素消費が酸素供給（血流）を増加させたと考
えられる．しかし，大腿直筋における酸素飽和度の各個人
の変化をみると，損傷レベルがより高位の者で増加し，下
位の者で減少する傾向があった．そこで，損傷レベル別に
経時的変化に差がある傾向であった血圧と，酸素飽和度の
変化を対応させたところ，運動開始後に血圧が上昇した被
検者の大腿直筋においては，酸素飽和度は増加する傾向が
あった．これらのことから，受動運動中の下肢麻痔筋での
酸素飽和度の変化には，筋活動による酸素消費の他にも過
反射による血圧の上昇も要因となることが示唆された．
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